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病院再開発推進室

医事課

　10月30日に竣工した手術棟の内覧会が12月10日に開催されました。当日は、香川県内の医療機関
関係者から40人を越える申し込みがあり、報道記者や本学の学長や理事も併せて参加し実施されまし
た。内覧会は、手術棟２階で横見瀬病院長の挨拶のあと、白神副病院長による建物や設備の概要説明
があり、その後3グループに分かれて建物内を見てまわりました。参加者からは、設備や運用面について
説明者に熱心に質問するなど関心の高さがうかがえました。

　平成27年12月16日（水）18時30分から第25回クリスマス音楽会を開催しました。横見瀬病院長の開
会の挨拶に続き、チターによるアンサンブル、心が温かくなるselect music、医学部管弦楽団、看護部フ
レッシュナース合唱隊39人、フレッシュな歌声で会場に感動を届けました。また、サンタさんとトナカイさ
んから嬉しいプレゼント！筒井看護部長の挨拶で締めくくった６０分間はあっという間のひとときでした。
　また、24回目となった職員作品展示を12月14日（月）から18日（金）の5日間行いました。職員からの
力作に見学者から心が温まり癒された、やさしい気持ちになった、すてきな作品といった出品者達の励
みになるような感想をたくさんいただきました。

編集委員会 （50 音順）
荒井（検査）、一條（経営）、小野（総務）、
加藤（放射線）、白神（麻酔）、中妻（看護）、
濱本（外来）、芳地（薬剤）、松本（看護）、
村上（病棟）、横井（情報）、横山（管理）、
吉野（医事）
〔委員長 横見瀬病院長〕

　筧副学長（泌尿器・副腎・腎移植外科教授）がこのたび、厚生労働大臣から臓器移植対策推進功労者と
して表彰され、11月9日に香川県庁において、厚生労働大臣感謝状贈呈式が執り行われました。
　これは、臓器移植対策の推進に顕著な功
績のあった個人及び団体に対して贈られる
もので、これまで、香川県内の医療関係者と
臓器移植ワーキンググループ会議を立ち上
げ、臓器移植推進体制を構築し、県内の臓器
移植の推進に取り組んだことが評価された
ものです。

総務課

　香川大学医学部附属病院では、診療に伴って取得した患者さんの貴重な個人情報を含む記録や尿・血
液等の検査試料、生検組織（内視鏡検査で検査のために採取した組織等）又は摘出組織等の試料が発
生します。
　それら記録試料等を本院は、医療機関としてだけでなく、教育研究機関として所定の目的に利用させ
ていただきたいと思いますので、患者さんのご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　前向き研究（研究を立案、開始してから新たに生じる事象について調査する研究）に患者さんの情報を
利用する場合は、書面により患者さんの同意をいただくことといたします。後向き研究（過去の事象につ
いて調査する研究）の場合は下記URLに示しております。
　利用目的の中に同意しがたいものがある場合は、１階外来ロビー内個人情報相談窓口または各診療科
までお申し出ください。特段のお申し出がない場合は、上記の利用目的のために患者さんの個人情報を
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医学部倫理委員会委員長
医薬品等臨床研究審査委員会委員長

イベントカレンダー  H２８．2～３月 予定表
月 日 時 間 場 所 名称及び内容 担 当 連絡先
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水

日
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総務課

(087）891-2417

(087）891-2008

認知症研修会(松木歯科医院院長の講演）

かがわ国際会議場13:30～16:453/5 土 医療支援係 (087）891-2452肝臓病　市民公開講座
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▲手術棟概要説明

▲2階 材料部 高圧蒸気滅菌装置 ▲1階 放射線部 心血管撮影室

▲3階 手術部 ダ・ヴィンチ対応手術室（OR1）

丸亀町レッツホール高松市丸亀町1番地1
高松丸亀町壱番街東館4階

イキイキさぬき健康塾-香川大学病院と最新医療-
「慢性痛の最新治療-その痛み、がまんしてませんか？-」

●臨床研究に関するご案内URL  http://www.med.kagawa-u.ac.jp/hosp/about/rinsyo/

▶左から 野本香川県健康福祉部長、筧副学長、香川県臓器移植コーディネーター 𠮷岡氏

冬の院内イベントを開催しました冬の院内イベントを開催しました

臨床研究に関するご案内臨床研究に関するご案内

筧副学長が臓器移植対策推進功労者　表彰筧副学長が臓器移植対策推進功労者　表彰

手術棟内覧会を開催手術棟内覧会を開催
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内分泌代謝内科　教授　村尾 孝児

　糖尿病、高血圧症などの生活習慣病は、治ることがないと言われています。ただし、高血圧症の一部に
は、手術により完治するものがあります。また一般的な降圧薬を服用しても血圧が下がらない難治性の高
血圧症があります。それが原発性アルドステロン症です。原発性アルドステロン症の原因は、体の中の副
腎という臓器に小さい腫瘍ができることによります。副腎は様々なホルモンを分泌する臓器であり、皆さ
んがよく知っているステロイドホルモンを作る臓器でもあります。原発性アルドステロン症は、副腎から分
泌されるアルドステロン（別名：鉱質コルチコイド）の過剰によるものです。アルドステロンは腎臓に作用
し、体のなかにナトリウムと水分を蓄えるために高血圧になります。また、尿のなかにカリウムを排泄する作
用をもつため、このホルモンが過剰になると血液中のカリウムが減り、筋力が低下したりします。原発性ア
ルドステロン症では、高血圧症を発症し、薬物治療に抵抗性であり、長期にわたり高血圧が持続するため
に心筋梗塞などの動脈硬化性疾患の大きなリスクになります。アルドステロンの分泌過剰を確かめるた
め、血液中、尿中のホルモンを測定します。さらに副腎に腫瘍があるのかなどの判断をするため、腹部CT、
MRIが行われます。診断を確定するためには、副腎近くの血管にカテーテルを挿入して、そこから採血す
る選択的副腎静脈サンプリングという検査が行われます。治療としては、侵襲の少ない腹腔鏡による腫瘍
の摘出手術がおこなわれます。
　現在、全国には本態性高血圧症患者さんが３̶４千万人いるといわれていますが、その内、約１０％が原
発性アルドステロン症とされています。つまり手術によってよくなると思われる患者さんは約２００万人い
ると推定されています。高血圧症に関しては、諦めることなく主治医とよく相談してください。もしかした
ら、治る高血圧症かもしれません。

毎日新聞「四国健康ナビ」H27.11.10掲載分を一部改稿いたしました。

　11月14日はインスリンを発見したカナダのバンティング博士の誕生日であり、世界糖尿病デーとして
2006年認定されました。この日を中心に世界中で繰り広げられるキャンペーンは、糖尿病の予防や治
療継続の重要性について市民に周知する重要な機会となっています。
　当センターではこの期間中、一般の方を対象とした糖尿病デーイベントを開催しています。2015年は
「健康ウォーク　みんなで屋島を歩こう」と題して11月15日香川大学医学部講義棟と屋島山頂を会場
にイベントを行いました。
　当院糖尿病専門医、管理栄養士による健康講座を行い、教材として管理栄養士監修のお弁当を屋島
山頂で実食してもらいました。健康講座では事前にお弁当の献立とその栄養バランスについて説明が
あり、参加者の皆さんにはその味も含めて好評だったようです。看護師によるバイタルサイン・血糖
チェックを行い、午後からは屋島北嶺遊鶴亭を折り返し地点として健康ウォークを実施しました。ウォー
キングの前後には当院理学療法士指導のもと準備運動・整理運動を行い、前日の雨で足場は少々滑り
やすい状態でしたが、参加者全員が無事ゴールできました。瀬戸内海の島々や西に瀬戸大橋をのぞむ
遊鶴亭からの眺望は、好天にも恵まれ格別のものでした。当センタースタッフも多数ウォーキングに同
行し日頃の運動不足を痛感するメンバーも多い中、参加者の皆さ
んの健脚ぶりには舌を巻くばかりでした。
　糖尿病を治療中の方も、またそうでない方も健康を保つための
食事と運動習慣に興味をもってもらうきっかけになればと考え、
毎年イベントを開催しています。
　当センターでは診療・臨床研究をはじめ様々な活動を通して、
地域の皆様に貢献できるよう努力してまいります。今後ともよろ
しくお願いいたします。

糖尿病センター

四国新聞　2015年（平成27年）9月4日（金曜日）掲載（四国新聞に転載について許諾済み）

　11月28日（土）、第33回日本麻酔・集中治療テクノロジー学会をかがわ国際会議場で開催いたしました。
　特別講演4題、共催セミナー1題のほか一般演題講演18題の構成で、約70名の参加者が活発な討議を行いました。
　なかでも、本学工学部石丸伊知郎教授による特別講演「超小型赤外分光イメージングの医用計測への
展開」では、小型かつ安価な赤外分光イメージング装置を用いた分析手法が提案され、新しい医用計測技
術への応用について熱い議論を交わしました。千田彰一名誉教授による特別講演「超音波診療今昔」で
は、医工連携が見事に噛み合い世界の先端を走った超音波ドプラー心エコーの歴
史を振り返り、今後の専門医制度においてもリサーチマインドを評価する体制が
必要ではないかとの議論が交わされました。
　幸い天候に恵まれ、全国から集った参加者の皆さんは、会場から見られる素晴
らしい瀬戸内海の景色やさぬきうどんを楽しんで帰られました。

麻酔・ペインクリニック科　澤登 慶治・白神 豪太郎

四国新聞社の記事転載について、ホームページでの公開には
許諾されていないため、転載記事を除きました。

治る高血圧症があることをご存知でしょうか。治る高血圧症があることをご存知でしょうか。

世界糖尿病デーイベントについて世界糖尿病デーイベントについて

香川の医療最前線香川の医療最前線

第33回日本麻酔・集中治療テクノロジー学会開催報告第33回日本麻酔・集中治療テクノロジー学会開催報告
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第33回日本麻酔・集中治療テクノロジー学会開催報告第33回日本麻酔・集中治療テクノロジー学会開催報告



病院ニュース 第380号 1病院ニュース 第380号4 ※この用紙は自然保護のため再生紙を使用しています。

病院再開発推進室

医事課

　10月30日に竣工した手術棟の内覧会が12月10日に開催されました。当日は、香川県内の医療機関
関係者から40人を越える申し込みがあり、報道記者や本学の学長や理事も併せて参加し実施されまし
た。内覧会は、手術棟２階で横見瀬病院長の挨拶のあと、白神副病院長による建物や設備の概要説明
があり、その後3グループに分かれて建物内を見てまわりました。参加者からは、設備や運用面について
説明者に熱心に質問するなど関心の高さがうかがえました。

　平成27年12月16日（水）18時30分から第25回クリスマス音楽会を開催しました。横見瀬病院長の開
会の挨拶に続き、チターによるアンサンブル、心が温かくなるselect music、医学部管弦楽団、看護部フ
レッシュナース合唱隊39人、フレッシュな歌声で会場に感動を届けました。また、サンタさんとトナカイさ
んから嬉しいプレゼント！筒井看護部長の挨拶で締めくくった６０分間はあっという間のひとときでした。
　また、24回目となった職員作品展示を12月14日（月）から18日（金）の5日間行いました。職員からの
力作に見学者から心が温まり癒された、やさしい気持ちになった、すてきな作品といった出品者達の励
みになるような感想をたくさんいただきました。

編集委員会 （50 音順）
荒井（検査）、一條（経営）、小野（総務）、
加藤（放射線）、白神（麻酔）、中妻（看護）、
濱本（外来）、芳地（薬剤）、松本（看護）、
村上（病棟）、横井（情報）、横山（管理）、
吉野（医事）
〔委員長 横見瀬病院長〕

　筧副学長（泌尿器・副腎・腎移植外科教授）がこのたび、厚生労働大臣から臓器移植対策推進功労者と
して表彰され、11月9日に香川県庁において、厚生労働大臣感謝状贈呈式が執り行われました。
　これは、臓器移植対策の推進に顕著な功
績のあった個人及び団体に対して贈られる
もので、これまで、香川県内の医療関係者と
臓器移植ワーキンググループ会議を立ち上
げ、臓器移植推進体制を構築し、県内の臓器
移植の推進に取り組んだことが評価された
ものです。

総務課

　香川大学医学部附属病院では、診療に伴って取得した患者さんの貴重な個人情報を含む記録や尿・血
液等の検査試料、生検組織（内視鏡検査で検査のために採取した組織等）又は摘出組織等の試料が発
生します。
　それら記録試料等を本院は、医療機関としてだけでなく、教育研究機関として所定の目的に利用させ
ていただきたいと思いますので、患者さんのご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　前向き研究（研究を立案、開始してから新たに生じる事象について調査する研究）に患者さんの情報を
利用する場合は、書面により患者さんの同意をいただくことといたします。後向き研究（過去の事象につ
いて調査する研究）の場合は下記URLに示しております。
　利用目的の中に同意しがたいものがある場合は、１階外来ロビー内個人情報相談窓口または各診療科
までお申し出ください。特段のお申し出がない場合は、上記の利用目的のために患者さんの個人情報を
利用することに対して同意が得られたものとさせていただきます。

医学部倫理委員会委員長
医薬品等臨床研究審査委員会委員長

イベントカレンダー  H２８．2～３月 予定表
月 日 時 間 場 所 名称及び内容 担 当 連絡先

医学部臨床講義棟２F 講堂18:30～20:002/17 水 地域連携室 (087）898-2417認知症研修会(松木歯科医院院長の講演）

医学部臨床講義棟２F 講堂18:30～20:00

11:00～12:00

2/17

2/21

水

日

地域連携室

総務課

(087）891-2417

(087）891-2008

認知症研修会(松木歯科医院院長の講演）

かがわ国際会議場13:30～16:453/5 土 医療支援係 (087）891-2452肝臓病　市民公開講座

医学部臨床講義棟２F 講堂18:00～2/26 金 地域連携室 (087）891-2417HBV再活性化対策セミナー

香川県社会福祉総合センター15:00～17:003/19 土 香川県慢性腎臓病
対策協議会 (087）891-2150市民公開講座～世界腎臓デー記念イベント～

2/9 火 14:00～15:30 病院2階
カンファレンスルーム 肝臓病教室 肝炎相談窓口

(地域連携室） (087）891-2468

2/13 土 9:30～ 管理棟4階第１ 香川県がん相談員研修・交流会 医療支援係 (087）891-2452

▲手術棟概要説明

▲2階 材料部 高圧蒸気滅菌装置 ▲1階 放射線部 心血管撮影室

▲3階 手術部 ダ・ヴィンチ対応手術室（OR1）

丸亀町レッツホール高松市丸亀町1番地1
高松丸亀町壱番街東館4階

イキイキさぬき健康塾-香川大学病院と最新医療-
「慢性痛の最新治療-その痛み、がまんしてませんか？-」

●臨床研究に関するご案内URL  http://www.med.kagawa-u.ac.jp/hosp/about/rinsyo/

▶左から 野本香川県健康福祉部長、筧副学長、香川県臓器移植コーディネーター 𠮷岡氏

冬の院内イベントを開催しました冬の院内イベントを開催しました

臨床研究に関するご案内臨床研究に関するご案内

筧副学長が臓器移植対策推進功労者　表彰筧副学長が臓器移植対策推進功労者　表彰

手術棟内覧会を開催手術棟内覧会を開催


